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一
　
は
じ
め
に

　
『
拾
遺
抄
』
と
『
拾
遺
和
歌
集
』（
以
下
、『
拾
遺
集
』）
に
、
菅
原
道
真
の
母

を
作
者
と
す
る
次
の
一
首
が
入
集
し
て
い
る
。

す
が
は
ら
の
大
臣
の
元
服
し
侍
り
け
る
よ
、
は
は
が
よ
み
侍
り
け

る

ひ
さ
か
た
の
月
の
か
つ
ら
も
を
る
ば
か
り
い
へ
の
風
を
も
ふ
か
せ
て
し

か
な 

（『
拾
遺
抄
』
雑
上 

四
三
八
、『
拾
遺
集
』
雑
上 
四
七
三
）

　

道
真
の
元
服
に
あ
た
っ
て
の
所
詠
と
い
う
。
紀
伝
道
を
き
わ
め
、
月
の
桂

を
折
る
ほ
ど
栄
達
し
、
菅
家
を
盛
り
立
て
て
ほ
し
い
と
の
祈
り
が
詠
ま
れ
て

い
る
。
当
該
歌
は
、「
月
の
桂
も
折
る
」、「
家
の
風
」
と
、
漢
籍
由
来
の
表

現
が
用
い
ら
れ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
特
に
、「
月
の
桂
を
折
る
」
の
表

現
は
、『
晋
書
』「
郤
詵
伝
」
を
典
拠
と
し
、「
折
桂
」
は
官
吏
登
用
試
験
に

及
第
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

　
「
折
桂
」
の
故
事
を
ふ
ま
え
た
和
歌
は
、
十
世
紀
半
ば
以
降
に
多
く
見
ら

れ
る
も
の
で
あ
り
、
九
世
紀
半
ば
の
こ
の
道
真
母
詠
は
、
突
出
し
て
早
い
例

で
あ
る
。
山
崎
桂
子
は
、
宮
廷
に
出
入
り
せ
ず
、
当
時
の
和
歌
史
に
も
見
え
な

い
作
者
が
当
該
歌
を
詠
む
と
は
考
え
に
く
い
と
し
て
、
仮
託
説
を
提
示
し
た１
。

　

本
論
で
は
山
崎
の
仮
託
説
を
承
け
つ
つ
も
、『
拾
遺
抄
』
の
問
題
と
し
て

当
該
歌
を
考
え
た
い
。
す
な
わ
ち
、
道
真
母
の
時
代
か
ら
百
年
後
の
『
拾
遺

抄
』
に
、
当
該
歌
が
な
ぜ
と
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
集
中
に
お
い
て
ど
の
よ

う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、
考
察
す
る
。

　

当
該
歌
は
、『
拾
遺
抄
』
の
一
首
と
し
て
見
る
と
、
作
者
が
詞
書
中
に
記

さ
れ
る
点
、
特
異
で
あ
る
。
同
様
の
詞
書
を
持
ち
、
同
じ
く
母
が
子
を
思
う

歌
は
『
拾
遺
抄
』
に
も
う
一
首
見
え
る
。

と
し
の
ぶ
が
流
さ
れ
侍
り
け
る
時
に
、
流
さ
る
る
人
は
重
服
の
装

束
を
し
て
な
ん
ま
か
る
と
き
き
侍
り
て
、
母
が
も
と
よ
り
そ
の
衣

ど
も
調
じ
て
遣
す
に
、
そ
の
き
ぬ
に
結
び
付
け
侍
り
け
る

人
な
し
し
む
ね
の
ち
ぶ
さ
を
ほ
む
ら
に
て
や
く
す
み
ぞ
め
の
こ
ろ
も
き

よ
き
み 

（
雑
下
・
五
五
九
）

　

安
和
の
変
で
流
さ
れ
た
橘
敏
延
の
母
の
、
悲
痛
な
歌
で
あ
る
。
い
つ
、
誰

が
誰
に
む
け
て
歌
わ
れ
た
の
か
と
い
う
状
況
が
詞
書
で
説
明
さ
れ
て
お
り
、

　

菅
原
道
真
と
そ
の
母

│
│ 『
拾
遺
抄
』
所
載
歌
の
問
題 

│
│

御
手
洗
　
靖
　
大
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配
流
に
赴
く
子
を
思
う
母
の
ド
ラ
マ
が
描
か
れ
る２
。

　

一
方
道
真
母
詠
は
、
道
真
の
元
服
に
あ
た
っ
て
、
母
が
道
真
の
栄
達
を

祈
っ
て
詠
ま
れ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
。『
拾
遺
抄
』
の
母
の
歌
に
つ
い
て

は
稿
を
分
け
て
論
じ
た
い
が
、
母
が
子
で
あ
る
道
真
の
栄
達
を
祈
る
と
い
う

点
、『
拾
遺
抄
』
に
お
け
る
道
真
の
位
置
付
け
に
も
関
わ
る
。
か
ね
て
『
拾

遺
集
』
で
は
、
集
中
の
道
真
像
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。
道
真
は
三
代
集
に

わ
た
っ
て
歌
が
取
ら
れ
る
が
、『
拾
遺
集
』
で
初
め
て
詞
書
中
に
配
流
の
事

情
が
明
示
さ
れ
、
す
べ
て
の
歌
に
お
い
て
政
治
的
敗
者
像
が
全
面
に
押
し
出

さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る３
。
先
行
研
究
は
道
真
母
の
歌
に
触
れ
て
い
な

い
が
、
道
真
母
詠
こ
そ
が
、
撰
集
当
時
の
道
真
像
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
道
真
の
問
題
に
関
し
て
、『
拾
遺
抄
』
へ
の
言
及
は
管
見
の
と
こ

ろ
見
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
道
真
母
詠
は
『
拾
遺
抄
』
と
『
拾
遺
集
』
で
は

配
列
が
異
な
り
、『
拾
遺
集
』
は
『
拾
遺
抄
』
の
単
な
る
増
補
と
は
言
え
な
い
。

こ
こ
に
配
列
の
分
析
か
ら
、『
拾
遺
抄
』
の
位
置
付
け
を
考
察
す
る
べ
き
所

以
が
存
す
る
。

　

考
察
に
あ
た
り
、
ま
ず
「
折
桂
」
の
表
現
史
を
『
拾
遺
抄
』
成
立
時
代
ま

で
追
う
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
該
歌
に
見
え
る
道
真
像
と
、『
拾

遺
抄
』
成
立
当
時
の
道
真
像
が
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、『
拾

遺
抄
』
の
配
列
と
そ
の
位
置
付
け
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　「
折
桂
」
故
事
の
受
容

　

月
の
桂
を
折
る
表
現
は
、『
晋
書
』「
郤
詵
伝
」
の
「
臣
挙
賢
良
対
策
、
為

天
下
第
一
、
猶
桂
林
之
一
枝
、
崑
山
之
片
玉４
。」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

郤
詵
は
、
西
晋
武
帝
の
対
策
に
第
一
位
で
及
第
。
そ
の
後
昇
進
を
重
ね
、

雍
州
の
刺
史
に
任
じ
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
武
帝
か
ら
栄
転
の
所
感
を
尋
ね
ら

れ
、
答
え
た
の
が
右
の
言
葉
で
あ
る
。
自
分
は
天
下
第
一
で
及
第
し
た
が
、

そ
れ
は
桂
林
の
一
枝
、
昆
山
か
ら
出
る
ひ
と
か
け
ら
の
玉
を
得
た
に
過
ぎ
な

い
と
答
え
た
。
こ
の
よ
う
な
不
遜
な
態
度
を
廷
臣
は
咎
め
た
が
、
武
帝
は

笑
っ
て
許
し
た
と
い
う
。

　

こ
れ
が
転
じ
、
桂
を
折
る
と
は
、
科
挙
に
登
第
す
る
と
い
う
意
で
用
い
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宋
の
葉
夢
得
に
よ
る
『
避
暑
録
話
』
に
は
、「
世
以

登
科
為
折
桂
。此
謂
郤
詵
対
策
東
堂
。自
云
桂
林
一
枝
也
。自
唐
以
来
用
之５
。」

と
あ
り
、
唐
代
以
降
盛
ん
に
使
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。『
白
氏
文
集
』
に

は
「
折
桂
名
慙
郤
（
和
春
深
二
十
首　

巻
五
十
六
・
二
六
六
二
）」
な
ど
、
五
例

が
確
認
で
き
る
。

　

日
本
で
は
、『
文
選
』
に
当
該
表
現
が
見
え
な
い
た
め
か
、
勅
撰
三
詩
集

時
代
や
島
田
忠
臣
な
ど
に
用
例
は
見
出
せ
な
い
。「
折
桂
」
は
、
道
真
に
至
っ

て
用
い
ら
れ
る６
。
し
た
が
っ
て
道
真
の
元
服
時
点
で
、
漢
詩
に
用
い
ら
れ
て

も
い
な
い
詩
語
を
和
歌
に
取
り
入
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
山
崎
の
仮
託
説
は

首
肯
で
き
る
。

　

道
真
以
降
、『
扶
桑
集
』
の
菅
原
淳
茂
や
大
江
朝
綱
の
作
な
ど
に
、
折
桂

の
表
現
を
用
い
た
詩
が
見
え
る７
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
大
井
川
行
幸
の
忠

岑
に
よ
る
序
の
中
に
、「
桂
折
れ
る
人
を
ば
、
な
べ
て
老
い
た
る
を
も
若
き

を
も
と
め
し
め
給
ひ
」（
書
陵
部
丙
本
忠
岑
集
）
の
表
現
が
あ
る
。
歌
書
に
初

出
す
る
「
折
桂
」
表
現
と
な
る
。

　
『
好
忠
集
』
に
あ
る
、
順
百
首
の
序
文
に
も
、「
月
の
か
つ
ら
を
を
ら
ざ
ら

む
も
く
る
し
（
四
八
五
）」
と
「
折
桂
」
の
表
現
を
使
う
。
曾
禰
好
忠
が
詠
じ
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た
百
首
歌
に
触
発
さ
れ
、
源
順
が
詠
ん
だ
百
首
歌
の
序
に
あ
た
る
。
好
忠
百

首
は
天
徳
（
九
五
七
〜
九
六
一
）
末
の
成
立
と
さ
れ
、
順
は
天
暦
七
年
（
九
五
三
）

に
文
章
生
と
な
っ
て
い
る
。
順
は
天
暦
十
年
（
九
五
六
）
に
勘
解
由
判
官
と

な
っ
て
以
来
、
六
年
を
つ
と
め
、
応
和
元
年
（
九
六
一
）
に
官
途
の
沈
滞
を

嘆
く
長
歌
を
草
し
て
長
官
（
藤
原
朝
成
）
に
訴
え
た
。
そ
の
長
歌
に
対
し
て

大
中
臣
能
宣
が
慰
撫
の
返
歌
を
な
し
た
こ
と
が
『
能
宣
集
』
や
『
拾
遺
集
』

に
残
る
。
そ
の
能
宣
の
長
歌
の
中
に
「
折
桂
」
の
表
現
が
見
え
る
。

源
順
つ
か
さ
え
賜
は
ら
で
世
を
恨
み
て
、
朝
忠
の
中
納
言
の
許
に

長
歌
よ
み
て
奉
り
た
り
け
る
を
、
聞
き
侍
り
て
、
人
々
あ
は
れ
が

り
、
歌
よ
み
な
ど
し
侍
り
し
か
ば
、
心
一
つ
に
和
し
侍
り
て
よ
み

侍
り
し

世
中
を　

思
へ
ば
苦
し　

忘
る
れ
ば　

え
も
忘
ら
れ
ず　

誰
も
み
な　

同
じ
み
や
ま
の　

松
柏
と　

ち
よ
も
ち
よ
も
や　

つ
か
へ
む
と　

な
が

き
頼
み
を　

か
く
れ
ぬ
の　

下
よ
り
ね
ざ
す　

菖
蒲
草　

あ
や
な
き
身

を
も　

人
な
み
に　

か
か
る
心
を　

思
ひ
つ
つ　

よ
に
ふ
る
雪
の　

君

は
し
も　

冬
は
年
つ
み　

夏
は
な
ほ　

草
の
蛍
を　

集
め
つ
つ　

光
さ

や
け
き　

久
方
の　

月
の
桂
を　

を
る
ま
で
に　

し
ぐ
れ
に
そ
ほ
ち　

露
に
ぬ
れ　

へ
に
け
る
そ
で
の　

ふ
か
み
ど
り　

い
ろ
あ
せ
が
た
に　

い
ま
は
な
り
（
以
下
略
） 

（
西
本
願
寺
本
能
宣
集
・
四
四
七　

傍
線
稿
者
）

傍
線
部
「
よ
に
ふ
る
雪
の　

君
は
し
も　

冬
は
年
つ
み　

夏
は
な
ほ　

草
の

蛍
を　

あ
つ
め
つ
つ
」
は
、
故
事
「
螢
雪
の
功
」
を
対
句
的
に
表
現
し
、
雪

と
蛍
の
「
光
」
か
ら
、「
光
さ
や
け
き　

久
方
の　

月
の
桂
を　

を
る
ま
で

に
」
と
、「
折
桂
」
へ
転
換
す
る
。
こ
の
「
月
の
桂
を
を
る
ま
で
に
」
は
官

吏
登
用
試
験
（
対
策
）
に
及
第
し
た
こ
と
を
示
す
。
苦
学
者
順
の
姿
を
、
漢

籍
故
事
で
も
っ
て
巧
み
に
表
現
し
て
い
る
。な
お
、「
螢
雪
の
功
」
と
「
折
桂
」

は
後
述
『
蒙
求
』
に
と
ら
れ
て
い
る
故
事
で
あ
り
、
平
安
時
代
の
文
人
に
馴

染
み
の
あ
る
表
現
で
あ
っ
た
。

　
『
拾
遺
集
』
に
、
藤
原
実
頼
に
よ
る
月
輪
寺
参
詣
関
係
の
歌
が
見
え
る
。

清
慎
公
月
林
寺
に
ま
か
り
け
る
に
、
お
く
れ
て
ま
う
で
き
て
よ
み

侍
り
け
る　
　
　
　
　
　
　

藤
原
後
生

昔
わ
が
折
り
し
桂
の
か
ひ
も
な
し
月
の
林
の
め
し
に
い
ら
ね
ば

 

（
集
・
雑
上
・
四
七
二
）

　

後
生
（
九
〇
九
〜
九
七
〇
）
は
式
部
大
輔
・
文
章
博
士
の
経
歴
を
も
つ
文
人
。

『
日
本
紀
略
』
康
保
四
年
（
九
六
七
）
二
月
二
十
八
日
条
に
、
実
頼
が
月
輪
寺

に
参
詣
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
こ
の
時
の
所
詠
で
あ
ろ
う
。

　
『
拾
遺
抄
』
の
成
立
す
る
十
世
紀
末
ま
で
「
折
桂
」
故
事
の
表
現
受
容
を

辿
れ
ば
、
以
上
と
な
る
。
和
歌
で
は
順
、
能
宣
、
後
生
と
い
っ
た
天
暦
以
降

の
歌
人
・
文
人
た
ち
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
点
に
注
目
し
た
い
。

　

道
真
の
時
代
か
ら
五
十
年
ほ
ど
後
の
天
暦
ご
ろ
に
大
江
維
時
『
千
載
佳

句
』
が
成
立
す
る
。秀
聯
句
を
集
め
た
詞
華
集
で
あ
り
、漢
詩
創
作
に
あ
た
っ

て
典
拠
を
示
す
参
考
文
献
の
機
能
も
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
及

第
」
の
劈
頭
が
、
白
居
易
の
「
桂
折
一
枝
先
許
我　

楊
穿
三
葉
尽
驚
人８
」
で

あ
っ
た
。

　

こ
れ
は
、「
喜
敏
中
及
第
、
偶
示
所
懐
」（『
白
氏
文
集
』
巻
十
九
・
律
詩
・
一

二
六
〇
）
か
ら
引
か
れ
た
も
の
で
、
従
弟
の
白
敏
の
進
士
及
第
を
喜
ぶ
と
い

う
内
容
で
あ
る
。
ま
ず
白
居
易
が
進
士
に
及
第
し
、
こ
の
度
の
敏
で
、
白
氏

一
族
か
ら
三
人
目
の
及
第
者
が
出
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
。

　

折
桂
の
表
現
を
用
い
た
詩
が
「
及
第
」
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
で
、
日
本
で
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も
、
官
吏
登
用
試
験
の
及
第
を
「
折
桂
」
の
語
句
で
表
現
で
き
る
こ
と
が
、

提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
平
安
時
代
以
来
、
貴
族
の
幼
学
書
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
た
『
蒙
求
』

に
も
、「
郤
詵
一
枝　

戴
憑
重
席
」
と
、
折
桂
の
典
拠
と
な
っ
た
郤
詵
伝
が

示
さ
れ
て
い
る
。
故
宮
博
物
院
本
古
注
は
、「
郤
詵
一
枝
」
に
次
の
よ
う
に

記
す
。晋

書
。
郤
詵
。
字
広
基
。
挙
賢
良
対
策
。
為
天
下
第
一
。
武
帝
。
問
之

卿
才
自
以
為
何
如
。
詵
対
曰
。
臣
挙
賢
良
冊
為
天
下
第
一
。
猶
桂
林
之

一
枝
。
崑
崙
之
片
玉
。
今
詞
場
折
桂
始
於
此
也９
。

　

源
為
憲
の
『
世
俗
諺
文
』
に
も
同
様
の
本
文
が
見
え
、『
蒙
求
』
古
注
を

引
用
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
るＡ
。

　
『
世
俗
諺
文
』
は
『
拾
遺
抄
』
か
ら
十
年
ほ
ど
後
に
成
立
す
る
辞
書
で
あ

る
。『
蒙
求
』
古
注
と
『
世
俗
諺
文
』
の
両
書
に
記
さ
れ
る
「
今
詞
場
折
桂

始
於
此
矣
」
は
、
文
壇
で
の
「
折
桂
」
は
こ
れ
を
典
拠
と
す
る
と
い
う
意
。

『
蒙
求
』
の
当
該
古
注
は
年
代
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
『
蒙
求
』
自

体
は
『
拾
遺
抄
』
成
立
以
前
か
ら
読
ま
れ
て
い
る
。
す
で
に
こ
の
時
代
に
「
折

桂
」
故
事
が
共
有
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
見
た
よ
う
に
、『
蒙
求
』
古
注
、
十
世
紀
半
ば
の
『
千
載
佳
句
』、
十

一
世
紀
前
半
の
『
世
俗
諺
文
』
と
、「
折
桂
」
の
故
事
・
表
現
は
広
く
共
有

さ
れ
て
い
た
。
道
真
母
詠
「
月
の
か
つ
ら
も
を
る
ば
か
り
」
は
、
こ
の
動
向

を
背
景
に
し
て
は
じ
め
て
、
評
価
さ
れ
得
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
当
該
歌
が
示
す
道
真
像
は
、
未
来
の
栄
達
を
祈
念
さ
れ
る
前
途
有
為
な

存
在
な
の
で
あ
っ
て
、
政
治
的
敗
者
道
真
像
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
十
世
紀

末
の
人
々
に
と
っ
て
、
道
真
は
ど
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
　
怨
霊
か
ら
文
道
大
祖
へ

　
『
拾
遺
抄
』
が
成
立
す
る
十
世
紀
後
半
は
、
怨
霊
と
し
て
の
道
真
像
が
大

き
く
変
容
し
た
時
期
で
あ
る
。
道
真
は
大
宰
府
に
左
降
さ
れ
、
そ
の
地
に
没

し
た
が
、
死
後
二
度
に
わ
た
り
名
誉
回
復
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

延
喜
末
年
に
、
右
大
臣
へ
の
復
官
が
な
さ
れ
た
。
最
初
の
名
誉
回
復
で
あ

る
。
醍
醐
天
皇
の
皇
太
子
保
明
親
王
の
死
去
に
つ
い
て
、
道
真
の
怨
霊
が
取

り
沙
汰
さ
れ
た
。『
日
本
紀
略
』
延
喜
二
十
三
年
（
九
二
三
）
三
月
二
十
一
日

条
に
、
皇
太
子
の
死
を
「
菅
帥
霊
魂
宿
忿
所
為
也
」
と
記
す
。
そ
の
宣
命
（『
政

事
要
略
』
所
収
）
に
も
、「
贈
本
職
。
兼
増
一
階
爰
示
旧
意
以
慰
幽
霊
。」
と

あ
り
、「
幽
霊
」
を
慰
め
る
た
め
復
官
と
贈
位
を
行
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
道
真
は
怨
霊
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
た
。

　

二
度
目
は
正
暦
四
年
（
九
九
二
）
の
贈
位Ｂ
贈
官
で
あ
る
。
道
真
の
菩
提
寺
で

あ
る
大
宰
府
安
楽
寺
の
託
宣
（
前
年
の
正
暦
三
年
）
に
端
を
発
し
、
正
二
位
右

大
臣
、
正
一
位
、
太
政
大
臣
と
、
矢
継
ぎ
早
に
贈
位
贈
官
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
谷
口
孝
介
が
指
摘
し
て
い
る
こ
と
だ
がＣ
、
正
暦
の
贈
位
贈
官
は
、

延
喜
の
復
官
と
は
そ
の
動
機
を
異
に
し
た
。
復
官
時
と
同
じ
く
、『
政
事
要

略
』
に
右
大
臣
追
贈
、
太
政
大
臣
追
贈
各
々
の
位
記
が
載
る
が
、
そ
こ
に
は

怨
霊
と
し
て
の
道
真
を
慰
撫
す
る
内
容
は
見
え
ず
、
専
ら
生
前
の
功
績
、
文

才
を
顕
彰
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

道
真
を
怨
霊
や
政
治
的
敗
者
で
は
な
く
、
朝
廷
で
活
躍
し
た
文
人
と
し
て

顕
彰
す
る
動
き
は
、
正
暦
の
贈
位
贈
官
以
前
に
も
見
え
る
。
慶
滋
保
胤
に
よ

る
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
の
願
文
で
あ
る
。
保
胤
は
菅
原
文
時
に
師
事
し
、

菅
家
廊
下
か
ら
出
た
文
人
で
あ
っ
た
。「
菅
丞
相
の
廟
に
賽
す
る
願
文
」
に
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は
、
左
の
条
文
が
あ
る
。

其
一
願
曰
。
就
天
満
天
神
廟
。
会
文
士
献
詩
篇
。
以
其
天
神
為
文
道
大

祖
。
詩
境
之
主
也
。 

（『
本
朝
文
粋
』・
巻
十
三
・
願
文
上
・
四
〇
〇
）

　

天
神
の
廟
堂
に
会
し
て
作
文
会
を
開
き
た
い
理
由
を
「
其
の
天
神
の
文
道

の
祖
、
詩
境
の
主
た
る
を
以
て
な
り
。」
と
す
る
。
道
真
を
「
文
道
の
祖
」「
詩

境
の
主
」
と
崇
敬
し
て
い
る
。
吉
原
浩
人
は
「
文
道
」
に
つ
い
て
、「
白
居
易

を
尊
崇
す
る
慶
滋
保
胤
・
大
江
匡
衡
ら
勧
学
会
結
衆
と
重
な
る
平
安
中
期
の

紀
伝
道
出
身
者
が
、「
賦
賦
」
に
触
発
さ
れ
、
使
用
し
は
じ
め
て
一
般
化
し
た
」

語
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
れ
は
菅
家
の
門
流
で
あ
る
と
い
う
同
門
意
識
に

よ
っ
て
広
が
っ
た
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
菅
家
廊
下
の
同
門
意
識
と
、
白
居

易
を
始
め
と
す
る
詩
人
信
仰
が
、
道
真
信
仰
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
考
察
す
るＤ
。

　

道
真
を
「
文
道
の
大
祖
」、
学
問
神
と
し
て
崇
敬
し
て
い
た
の
は
、
菅
家

廊
下
の
文
人
た
ち
で
あ
っ
た
。「
文
道
の
大
祖
」
道
真
は
、
栄
達
し
た
文
人

道
真
の
イ
メ
ー
ジ
に
通
ず
る
。
こ
の
風
潮
の
中
に
、
正
暦
の
位
記
に
み
え
る

道
真
顕
彰
を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
十
世
紀
後
半
に
お
い
て
、
道
真
母
詠
が
描
く
よ
う
な
、
学
問
を
修

め
栄
達
す
る
道
真
像
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
該
歌
の

『
拾
遺
抄
』
入
集
は
、
当
時
の
道
真
へ
の
讃
仰
に
合
致
す
る
も
の
だ
っ
た
と

言
え
る
。
道
真
母
詠
が
願
う
、
栄
達
の
期
待
さ
れ
る
道
真
像
と
、
模
範
的
文

人
と
し
て
の
道
真
像
と
は
、
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
文
人
の
栄
達
の
端
緒

と
な
る
の
が
「
折
桂
」、
す
な
わ
ち
修
学
の
結
果
と
し
て
の
立
身
で
あ
る
。

貴
族
官
僚
社
会
の
顔
見
世
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
元
服
時
、
こ
れ
を
母
が
歌

と
し
て
祈
る
点
に
、
学
問
の
家
と
し
て
の
強
い
意
識
が
読
み
取
れ
る
。
当
該

歌
が
菅
家
廊
下
の
影
響
の
強
い
後
世
の
仮
託
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
家
門

意
識
の
強
さ
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　

一
方
、『
拾
遺
抄
』
の
道
真
詠
は
、
こ
と
ご
と
く
政
治
的
敗
者
の
歌
で
あ

る
。
道
真
母
詠
と
の
差
異
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。『
拾

遺
抄
』
の
配
列
か
ら
、
道
真
母
詠
を
考
え
た
い
が
、
そ
の
前
に
、
公
任
が
撰

者
と
な
っ
た
他
の
集
に
お
け
る
道
真
詠
の
あ
り
よ
う
を
見
て
お
き
た
い
。

四
　
公
任
撰
集
中
の
道
真

　

公
任
撰
の
集
は
『
如
意
宝
集
』、『
拾
遺
抄
』、『
金
玉
集
』、『
深
窓
秘
抄
』、

『
和
漢
朗
詠
集
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
拾
遺
抄
』
の
前
段
階
と
目
さ
れ
る
『
如

意
宝
集
』
は
断
簡
し
か
残
ら
ず
、
そ
の
中
に
道
真
の
歌
は
確
認
で
き
な
い
。

寛
弘
年
間
に
成
立
し
た
と
み
ら
れ
る
『
金
玉
集
』
と
、
そ
の
後
成
立
し
た
『
深

窓
秘
抄
』
に
入
る
歌
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
『
金
玉
集
』。

あ
つ
と
し
の
少
将
み
ま
か
り
て
の
ち
、
あ
づ
ま
よ
り
か
の
少
将
に

お
く
り
け
る
文
を
見
て 

を
の
の
宮
の
大
臣

ま
だ
知
ぬ
人
も
有
けけ

るり

東
路
に
我
も
ゆ
き
て
ぞ
す
む
べ
か
り
け
る

（
雑
・
五
三
）

 

中
務　
　
　
　
　

忘
ら
れ
て
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
程
も
が
な
い
つ
か
は
君
を
夢
な
ら
で
み
ん

（
五
四
）つ

く
し
よ
り
ふ
る
さ
と
に
お
く
り
け
る
う
た 

菅
丞
相　
　
　
　

君
が
す
む
宿
の
梢
を
ゆ
く
ゆ
く
と
隠
る
る
ま
で
に
か
へ
り
見
し
か
な

（
五
五
）お

き
に
な
が
さ
れ
け
る
時
、
ふ
ね
に
の
り
て 

小
野
篁　
　
　
　

わ
た
の
は
ら
や
そ
し
ま
か
け
て
こ
ぎ
い
で
ぬ
と
人
に
は
つ
げ
よ
あ
ま
の
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つ
り
ぶ
ね
（
五
六
）

　
『
金
玉
集
』
は
基
本
的
に
詞
書
を
持
た
な
い
が
、
雑
部
の
み
、
例
外
的
に

詞
書
を
付
す
場
合
が
あ
り
、
道
真
詠
も
詞
書
を
持
っ
て
い
る
。
道
真
詠
の
前

に
は
、実
頼
に
よ
る
子
息
哀
傷
詠
と
中
務
の
歌
が
置
か
れ
る
。中
務
歌
は
『
拾

遺
抄
』
の
詞
書
に
よ
り
、
娘
の
死
に
際
し
詠
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

後
に
道
真
の
歌
が
置
か
れ
る
。
道
真
詠
詞
書
は
、『
拾
遺
抄
』
の
そ
れ
と
大

き
な
相
違
は
な
い
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
道
真
詠
の
次
の
歌
で
あ
る
。「
お
き
に
な
が
さ
れ
け

る
時
」
と
小
野
篁
の
歌
を
配
す
る
。
当
該
歌
は
『
古
今
集
』
に
も
同
様
の
詞

書
で
入
っ
て
い
る
。
篁
の
歌
と
並
べ
る
こ
と
で
、
道
真
の
配
流
が
想
起
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
配
所
に
赴
く
に
あ
た
っ
て
、
都
へ
別
れ
を
つ
げ
る

点
も
両
首
共
通
し
、『
金
玉
集
』
の
道
真
像
は
政
治
的
敗
者
と
い
え
る
。

　
『
金
玉
集
』
後
、
程
な
く
成
立
し
た
『
深
窓
秘
抄
』
に
は
、『
金
玉
集
』
と

類
似
す
る
箇
所
が
多
く
、
関
連
は
密
接
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
道
真
の
歌
が
見

え
る
。

 

邑
上
御
製　
　

い
つ
し
か
も
君
に
と
思
ひ
し
わ
が
な
を
ば
法
の
た
め
に
ぞ
今
日
は
つ
み

つ
る
（
雑
・
八
一
）

 

小
野
み
や
ど
の

ま
だ
し
ら
ぬ
人
も
あ
り
け
り
東
路
に
我
も
ゆ
き
て
ぞ
す
む
べ
か
り
け
る

（
八
二
）

 

菅
丞
相　
　
　

君
が
す
む
宿
の
梢
の
ゆ
く
ゆ
く
と
隠
る
る
ま
で
も
か
へ
り
み
し
か
な

（
八
三
）

 

中
務　
　
　
　

忘
ら
れ
て
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
程
も
が
な
い
つ
か
は
君
を
夢
な
れ
て
み
む

（
八
四
）

 

遍
照
僧
正　
　

末
の
露
も
と
の
し
づ
く
や
世
中
の
お
く
れ
先
立
つ
例
な
る
ら
む
（
八
五
）

 

兼
輔
中
納
言　

人
の
親
の
心
は
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
こ
を
お
も
ふ
道
に
惑
ひ
ぬ
る
か
な

（
八
六
）

『
金
玉
集
』
と
は
配
列
が
異
な
っ
て
い
る
。
母
へ
の
哀
傷
で
あ
る
村
上
天
皇

御
製
か
ら
、
親
の
死
を
詠
む
遍
照
に
い
た
る
ま
で
、
家
族
と
の
さ
ら
ぬ
別
れ

が
配
さ
れ
る
。
道
真
詠
は
、
実
頼
と
中
務
の
子
へ
の
哀
傷
に
挟
ま
れ
る
。
子

を
思
う
親
の
「
心
の
闇
」
を
詠
む
兼
輔
詠
で
、
釈
教
的
性
格
が
濃
く
な
っ
て

い
く
。

　

道
真
詠
は
哀
傷
歌
で
は
な
い
が
、「
な
が
さ
れ
は
べ
り
て
後
め
の
も
と
に

い
ひ
お
こ
せ
て
…
」
の
詞
書
か
ら
、
恋
歌
的
な
文
脈
の
絡
ま
な
い
妻
と
の
離

別
を
配
し
た
の
だ
ろ
う
。
母
と
の
別
れ
、
子
と
の
別
れ
、
妻
と
の
別
れ
、
娘

と
の
別
れ
、
親
子
死
別
の
道
理
、
子
を
思
う
親
心
の
闇
と
展
開
す
る
。

　

京
を
追
わ
れ
た
悲
劇
的
な
人
物
と
し
て
の
道
真
像
は
、『
拾
遺
抄
』
と
通

底
し
て
い
る
。
道
真
詠
に
対
す
る
公
任
の
姿
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

公
任
は
、
以
上
に
加
え
て
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
編
纂
す
る
が
、
道
真
は
漢

詩
し
か
取
ら
れ
な
い
。
公
任
は
漢
詩
人
と
し
て
、
道
真
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
た
か
。

　

道
真
の
生
涯
は
、
右
大
臣
に
い
た
る
ま
で
の
栄
達
と
、
晩
年
大
宰
府
で
の

謫
居
に
二
分
さ
れ
る
。
道
真
詩
句
の
出
典
と
な
る
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
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集
』
は
、
と
も
に
編
年
形
式
で
配
列
さ

れ
て
お
り
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
句
の

出
処
を
道
真
詩
集
か
ら
見
れ
ば
、
道
真

像
の
あ
り
よ
う
が
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。

　
『
菅
家
文
草
』『
菅
家
後
集
』
に
う
か

が
わ
れ
る
道
真
の
生
涯
を
概
観
し
て
お

こ
う
。
漢
詩
は
十
四
才
か
ら
残
っ
て
い

る
（
巻
一
）。
対
策
（
官
吏
登
用
試
験
の
最

難
関
）
及
第
を
へ
て
文
章
博
士
、
式
部

少
輔
に
至
り
、
文
人
と
し
て
頂
点
に
達

す
る
（
巻
一
〜
巻
二
）。
し
か
し
、
儒
者

の
官
を
解
か
れ
讃
岐
へ
国
司
と
し
て
赴

任
し
（
巻
三
〜
巻
四
）、
宇
多
天
皇
の
寛

平
年
間
に
帰
京
、
右
大
臣
へ
の
道
を
歩

む
（
巻
五
〜
巻
六
）。
昌
泰
の
変
で
左
遷

さ
れ
た
と
き
の
作
は
、『
菅
家
後
集
』

に
収
め
ら
れ
る
。

　
『
和
漢
朗
詠
集
』
所
収
句
を
ま
と
め

る
と
、
少
年
時
代
の
作
一
例
、
文
章
博

士
時
代
（
対
策
及
第
か
ら
讃
岐
赴
任
ま
で
）

二
例
、
讃
岐
国
司
時
代
九
例
、
帰
京
・

宇
多
廷
臣
時
代
は
二
十
二
例
、
大
宰
府

時
代
三
例
と
な
る
。

　

表
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、『
和
漢

朗
詠
集
』
の
道
真
詩
は
、
過
半
数
を
帰
京
、
宇
多
廷
臣
時
代
の
作
か
ら
と
っ

て
い
る
。
道
真
が
文
人
と
し
て
栄
達
し
た
時
代
で
あ
る
。
一
方
、
歌
集
で
は

大
宰
府
に
「
な
が
さ
れ
」
た
歌
の
み
で
あ
る
。
公
任
は
、
詩
人
道
真
に
は
謫

居
の
側
面
も
認
め
つ
つ
も
、
文
人
と
し
て
栄
達
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い

た
。
歌
人
道
真
と
詩
人
道
真
の
作
者
像
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

歌
人
道
真
が
帯
び
る
「
な
が
さ
れ
」
た
敗
者
像
は
、
い
か
な
る
所
に
そ
の

淵
源
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
島
津
忠
夫
は
『
拾
遺
集
』
の
道

真
詠
の
変
容
に
、
道
真
の
配
流
説
話
の
成
立
と
流
布
を
想
定
し
て
い
たＥ
が
、

同
時
代
の
道
真
説
話
の
う
か
が
え
る
作
品
に
、
醍
醐
天
皇
堕
獄
説
話
で
あ
る

『
日
蔵
夢
記
』
と
『
道
賢
上
人
冥
土
記
』（『
扶
桑
略
記
』
天
慶
四
年
三
月
所
引
）

が
あ
る
。
特
に
『
日
蔵
夢
記
』
は
十
世
紀
の
成
立
と
さ
れ
、『
源
氏
物
語
』

桐
壺
帝
堕
獄
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
説
話
と
し
て
知
ら
れ
るＦ
。
同
時
代
の
公

任
も
当
該
説
話
を
認
識
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
『
日
蔵
夢
記
』
の
内
容
は
、
仮
死
状
態
に
陥
っ
た
僧
の
道
賢
（
後
に
日
蔵
）

が
蔵
王
菩
薩
の
導
き
で
死
後
の
世
界
を
め
ぐ
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
こ
で
太

政
威
徳
天
と
な
っ
た
道
真
や
、
地
獄
に
堕
ち
た
醍
醐
天
皇
と
出
会
う
と
い
う

説
話
で
あ
る
。
道
真
の
語
り
を
引
用
す
る
（
傍
線
稿
者
）。

我
是
上
人
本
国
菅
丞
相
也
。
我
当
初
愛
別
離
苦
之
悲
。
上
人
聞
不
我
恥
。

旧
怨
常
新
。
毎
有
古
事
談
者
。
非
不
動
我
心
。
故
我
欲
悩
乱
君
臣
損
傷

人
民
殄
滅
国
土
。
卅
三
天
我
字
日
本
太
政
威
徳
天
。
我
主
一
切
疾
病
災

難
事
。
我
初
思
念
用
我
生
前
所
流
之
涙
。
必
滅
没
彼
国
。
遂
成
水
海
。

経
八
十
四
年
後
。
成
立
国
土
。
為
我
住
城
也
。
而
彼
所
有
普
賢
龍
猛
等
。

盛
流
布
密
教
。
我
素
愛
重
此
教
。
故
昔
怨
十
分
之
一
息
也
。
加
以
。
化

身
菩
薩
等
悲
願
力
故
。
仮
神
明
。
或
在
山
上
林
中
。
或
海
辺
河
岸
。
各

表：『和漢朗詠集』所収道真詩の出典

和漢朗詠集上（四季） 和漢朗詠集下 所収詩合計

少年時代  1  0  1

文章博士時代  1  1  2

讃岐国司時代  8  1  9

帰京・宇多廷臣時代 12 10 22

大宰府時代  2  1  3

合　計 24 13 37
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尽
知
力
。
常
慰
喩
。
故
未
致
巨
害
也
。
但
我
眷
属
十
六
万
八
千
悪
神
等

随
処
致
損
害
。
我
尚
難
禁
。
況
余
神
乎
。

太
政
威
徳
天
道
真
は
、
自
ら
を
「
愛
別
離
苦
之
悲
」
に
よ
り
「
主
一
切
疾
病

災
難
事
」
と
な
っ
た
と
称
し
な
が
ら
も
、
密
教
を
崇
敬
し
て
い
た
こ
と
や
菩

薩
の
悲
願
力
な
ど
に
よ
り
「
神
明
」
と
な
っ
た
と
語
る
。

　

災
厄
は
眷
属
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
道
真
を
災
厄
の
主
体
と

描
か
な
い
点
、
十
世
紀
末
の
脱
怨
霊
化
し
た
道
真
信
仰
に
通
ず
る
。
さ
ら
に
、

災
厄
の
権
化
と
な
っ
た
原
因
が
「
愛
別
離
苦
」、
す
な
わ
ち
愛
す
る
者
と
の

別
れ
の
悲
し
み
で
あ
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
公
任
が
三

つ
の
集
に
と
っ
た
次
の
歌
を
想
起
さ
せ
る
。

な
が
さ
れ
は
べ
り
て
後
め
の
も
と
に
い
ひ
お
こ
せ
て
侍
り
け
る

 

贈
太
政
大
臣

君
が
す
む
宿
の
梢
を
ゆ
く
ゆ
く
と
隠
れ
し
ま
で
に
か
へ
り
見
し
は
や

（
拾
遺
抄
・
別
・
二
二
七
）

つ
く
し
よ
り
ふ
る
さ
と
に
お
く
り
け
る
う
た 
菅
丞
相　
　

君
が
す
む
や
ど
の
こ
ず
ゑ
を
ゆ
く
ゆ
く
と
か
く
る
る
ま
で
に
か
へ
り
見

し
か
な
（
金
玉
集
・
五
五
）

『
深
窓
秘
抄
』
は
詞
書
を
有
さ
な
い
た
め
省
略
し
た
が
、
公
任
が
こ
の
離
別

歌
を
入
集
さ
せ
た
の
は
、
道
真
の
「
愛
別
離
苦
之
悲
」
を
知
っ
て
い
た
た
め

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

公
任
と
『
日
蔵
夢
記
』
と
の
直
接
的
な
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
撰
集
当
時
、
す
で
に
道
真
が
都
か
ら
退
去
す
る
と
い
う
悲
劇
が
共
有

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
、
公
任
の
道
真
観
と
そ
の
背
景
を
考
察
し
た
。
漢
詩
人
と
し
て
は
そ

の
栄
達
を
押
し
出
し
、
一
方
歌
集
で
は
、
都
か
ら
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

敗
者
の
像
が
う
ち
立
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
流
布
し
て
い

た
道
真
説
話
が
考
え
ら
れ
る
。
す
る
と
、
道
真
母
詠
に
み
る
、
栄
達
を
期
待

さ
れ
る
道
真
像
と
の
関
係
が
、
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

五
　『
拾
遺
抄
』
の
道
真
母
詠

　

前
節
に
お
い
て
、
公
任
に
よ
る
道
真
像
を
探
っ
た
が
、
や
は
り
道
真
母
詠

に
見
る
人
物
像
と
は
、
相
違
し
て
い
た
。
歌
集
中
の
和
歌
は
、
単
体
の
意
に

加
え
、
配
列
中
の
意
味
づ
け
も
な
さ
れ
る
。
撰
者
の
力
量
は
、
配
列
に
こ
そ

大
き
く
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
公
任
は
こ
の
像
の
差
異
を
、
ど

の
よ
う
に
安
着
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
拾
遺
抄
』
雑
上
は
、
三
七
六
番
歌
か
ら
四
三
〇
番
歌
ま
で
四
季
、
四
三

一
番
歌
か
ら
四
四
四
番
歌
ま
で
神
祇
・
賀
・
別
を
含
む
雑
、
四
四
五
番
歌
か

ら
四
七
三
番
歌
ま
で
が
恋
、
四
七
四
番
歌
か
ら
巻
軸
の
四
九
六
番
歌
ま
で
が

物
名
と
、
恋
と
物
名
が
逆
転
す
る
が
、『
古
今
集
』
の
部
立
構
成
に
類
似
し

た
歌
群
が
並
ぶ
。
そ
こ
で
、
当
該
歌
を
含
む
四
三
二
〜
四
四
四
番
歌
ま
で
の

雑
歌
群
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
歌
群
は
、
二
首
一
組
で
神
楽
・
賀
・
羇
旅
の

主
題
が
配
さ
れ
て
い
く
。

延
喜
廿
年
二
月
、
亭
子
院
春
日
に
御
幸
あ
り
け
る
時
、
国
司
和
歌

廿
首
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
な
か
に

め
づ
ら
し
き
け
ふ
の
か
す
が
の
や
を
と
め
を
神
も
う
れ
し
と
し
の
ば
ざ

ら
め
や
（
四
三
一
）

冷
泉
院
御
時
、
大
嘗
会
近
江
国
和
歌 

元
輔　
　
　
　
　
　

と
ど
こ
ほ
る
と
き
も
あ
ら
じ
を
あ
ふ
み
な
る
お
も
の
の
は
ま
の
あ
ま
の
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ひ
つ
ぎ
は
（
四
三
二
）

延
喜
御
時
御
屏
風
歌 

つ
ら
ゆ
き　
　
　
　

松
を
の
み
と
き
は
と
お
も
へ
ば
よ
と
と
も
に
な
が
れ
て
水
も
み
ど
り
な

り
け
り
（
四
三
三
）

題
不
知　

読
人
不
知

す
み
よ
し
の
き
し
も
せ
ざ
ら
む
も
の
ゆ
ゑ
に
ね
た
く
や
人
に
ま
つ
と
い

は
れ
む
（
四
三
四
）

　

此
歌
者
住
吉
明
神
託
宣
云
云

住
吉
に
ま
う
で
て
よ
み
侍
り
け
る 

安
法
法
師　
　
　
　

あ
ま
く
だ
る
あ
ら
人
神
の
お
ひ
あ
ひ
を
お
も
へ
ば
ひ
さ
し
す
み
よ
し
の

松
（
四
三
五
）

 

恵
慶
法
師　
　
　
　

我
と
は
ば
神
よ
の
こ
と
も
か
た
ら
な
む
む
か
し
を
し
れ
る
す
み
よ
し
の

松
（
四
三
六
）

天
暦
御
時
に
内
裏
に
て
為
平
親
王
の
は
か
ま
ぎ
侍
り
け
る
と
き

 

参
議
小
野
好
古　
　

も
も
し
き
に
ち
と
せ
の
こ
と
は
お
ほ
か
れ
ど
け
ふ
の
君
に
は
め
づ
ら
し

き
か
な
（
四
三
七
）

す
が
は
ら
の
大
臣
の
元
服
し
侍
り
け
る
よ
、は
は
が
よ
み
侍
り
け
る

ひ
さ
か
た
の
月
の
か
つ
ら
も
を
る
ば
か
り
い
へ
の
風
を
も
ふ
か
せ
て
し

か
な
（
四
三
八
）

あ
る
人
の
賀
し
侍
り
け
る
に 

権
中
納
言
藤
原
敦
忠

千
と
せ
ふ
る
し
も
の
つ
る
を
ば
お
き
な
が
ら
ひ
さ
し
き
物
は
き
く
に
ざ

り
け
る
（
四
三
九
）

清
和
の
女
七
親
王
の
八
十
賀
、
重
明
親
王
の
し
侍
り
け
る
時
の
屏

風
に
、
竹
に
雪
の
ふ
り
か
か
り
た
る
か
た
あ
る
と
こ
ろ
に

 

つ
ら
ゆ
き　
　
　
　

白
雪
は
ふ
り
か
く
せ
ど
も
ち
よ
ま
で
に
た
け
の
み
ど
り
は
か
く
れ
ざ
り

け
り
（
四
四
〇
）

題
不
知

な
が
れ
く
る
た
き
の
し
ら
い
と
た
え
ず
し
て
い
く
ら
の
玉
の
を
と
か
成

る
ら
む
（
四
四
一
）

屏
風
に 

伊
勢　
　
　
　
　
　

は
る
ば
る
と
雲
井
を
さ
し
て
こ
ぐ
ふ
ね
の
ゆ
く
す
ゑ
と
ほ
く
お
も
ほ
ゆ

る
か
な
（
四
四
二
）

天
暦
十
一
年
九
月
五
日
、
斎
宮
の
く
だ
り
は
べ
り
け
る
に
内
裏
よ

り
硯
調
じ
て
た
ま
は
す
と
て 

御
製　
　
　
　
　
　

お
も
ふ
こ
と
な
る
と
い
ふ
な
る
す
ず
か
山
こ
え
て
う
れ
し
き
さ
か
ひ
と

ぞ
き
く
（
四
四
三
）

円
融
院
御
時
、
斎
宮
の
く
だ
り
侍
り
け
る
に
、
は
は
の
斎
宮
も
ろ

と
も
に
す
ず
か
山
を
こ
え
は
べ
り
け
る
ひ
よ
み
侍
り
け
る

 

斎
宮
女
御　
　
　
　

世
に
ふ
れ
ば
又
も
こ
え
け
り
す
ず
か
や
ま
む
か
し
や
い
ま
に
な
り
か
は

る
ら
む
（
四
四
四
）

四
三
一
〜
四
三
二
は
神
祇
に
関
わ
る
歌
で
あ
る
。
内
容
も
、
神
前
で
上
皇
を

賛
美
す
る
も
の
と
、
臣
下
が
治
世
の
永
遠
を
寿
ぐ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
四

三
三
〜
四
三
四
は
松
を
詠
み
込
む
。
住
吉
明
神
の
託
宣
と
注
さ
れ
る
四
三
四

番
に
続
い
て
、「
す
み
よ
し
の
松
」
を
詠
み
こ
む
四
三
五
〜
四
三
六
が
お
か
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れ
る
。
詞
書
も
同
じ
住
吉
参
詣
時
の
詠
で
あ
る
。
続
く
四
三
七
〜
四
三
八
に

為
平
親
王
袴
着
と
道
真
元
服
の
歌
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
子
の
通
過
儀
礼
に

お
け
る
宴
席
で
詠
ま
れ
た
歌
、
後
に
つ
づ
く
算
賀
と
同
様
に
考
え
て
よ
い
。

四
三
九
〜
四
四
〇
は
算
賀
。
典
型
と
な
る
鶴
と
菊
、
千
代
と
常
緑
の
竹
が
そ

れ
ぞ
れ
詠
み
込
ま
れ
る
。
長
寿
を
象
徴
す
る
歌
に
つ
づ
き
、「
絶
え
ず
」「
ゆ

く
す
ゑ
と
ほ
く
」
と
永
続
す
る
未
来
を
予
祝
す
る
四
四
一
〜
四
四
二
が
置
か

れ
る
。
こ
こ
で
神
祇
・
賀
歌
群
が
終
わ
り
、
斎
宮
下
向
の
歌
が
置
か
れ
る
。

　

以
上
、
二
首
一
組
の
番
が
見
て
と
れ
る
。
そ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
が
、

四
三
七
〜
四
三
八
で
あ
る
。

天
暦
御
時
に
内
裏
に
て
為
平
親
王
の
は
か
ま
ぎ
侍
り
け
る
と
き

 

参
議
小
野
好
古　
　

も
も
し
き
に
ち
と
せ
の
こ
と
は
お
ほ
か
れ
ど
け
ふ
の
君
に
は
め
づ
ら
し

き
か
な
（
四
三
七
）

す
が
は
ら
の
大
臣
の
元
服
し
侍
り
け
る
よ
、は
は
が
よ
み
侍
り
け
る

ひ
さ
か
た
の
月
の
か
つ
ら
も
を
る
ば
か
り
い
へ
の
風
を
も
ふ
か
せ
て
し

か
な
（
四
三
八
）

　

な
ぜ
袴
着
と
元
服
と
が
一
括
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
親
王
の
袴
着
と
、
臣

下
の
元
服
と
が
番
と
さ
れ
る
点
も
分
か
ら
な
い
。

　

そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
道
真
母
詠
が
な
ぜ
雑
部
に
置
か
れ
て

い
る
の
か
を
考
え
る
。『
拾
遺
抄
』
中
、
元
服
を
詠
ん
だ
歌
は
道
真
母
詠
の

他
に
二
首
あ
る
。

宰
相
誠
信
朝
臣
の
元
服
し
侍
り
け
る
に
よ
み
侍
り
け
る

 

源
順　
　
　
　
　
　

お
い
ぬ
れ
ば
お
な
じ
事
こ
そ
せ
ら
れ
け
れ
君
は
ち
よ
ま
せ
君
は
ち
よ
ま

せ
（
賀
・
一
六
九
）

三
善
佐
忠
が
か
う
ぶ
り
し
侍
る
に 

能
宣　
　
　
　
　
　

ゆ
ひ
そ
む
る
は
つ
も
と
ゆ
ひ
の
こ
む
ら
さ
き
こ
ろ
も
の
う
ら
に
う
つ
れ

と
ぞ
思
ふ
（
賀
・
一
七
〇
）

　

道
真
母
詠
が
雑
部
に
配
列
さ
れ
た
の
は
、
元
服
と
い
う
主
題
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
勅
撰
集
に
お
い
て
元
服
の
際
の
詠

は
、『
後
撰
和
歌
集
』
の
左
掲
歌
か
ら
見
え
、
す
で
に
賀
歌
の
主
題
と
し
て

定
着
し
て
い
た
。

の
り
あ
き
ら
の
み
こ
か
う
ぶ
り
し
け
る
日
、
あ
そ
び
し
侍
り
け
る

に
、
右
大
臣
こ
れ
か
れ
う
た
よ
ま
せ
侍
け
る
に

 

つ
ら
ゆ
き　
　
　
　

こ
と
の
ね
も
竹
も
ち
と
せ
の
こ
ゑ
す
る
は
人
の
思
ひ
に
か
よ
ふ
な
り
け

り
（
慶
賀
・
一
三
七
一
）

　

道
真
母
詠
が
賀
で
は
な
く
雑
上
に
配
さ
れ
た
の
は
、
道
真
に
は
政
治
的
敗

者
の
人
物
像
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。「
文
道
大
祖
」
と
し
て
の
像
が
垣
間
見
え
る
こ
の
歌
も
、
実
は
や
は
り

政
治
的
敗
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
二
首
の
そ
れ
ぞ
れ
で
祝
福
さ
れ
る
子
ど
も
、
つ
ま
り
為
平
親
王
と

道
真
と
い
う
顔
触
れ
を
考
え
る
な
ら
ば
、
賀
と
は
異
な
る
主
題
が
見
出
さ
れ

る
。
為
平
親
王
は
、
皇
位
継
承
が
期
待
さ
れ
な
が
ら
か
な
わ
な
か
っ
た
、
政

治
的
敗
者
な
の
で
あ
っ
た
。

六
　
為
平
親
王
と
安
和
の
変

　

為
平
親
王
は
村
上
天
皇
の
第
四
皇
子
で
あ
り
、
藤
原
師
輔
女
の
中
宮
安
子
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所
生
の
子
で
あ
る
。
皇
太
子
憲
平
親
王
（
冷
泉
天
皇
）
の
弟
で
あ
り
、
次
代

の
皇
位
継
承
者
と
目
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
例
え
ば
『
日
本

紀
略
』
康
保
元
年
（
九
六
四
）
二
月
五
日
条
に
、
為
平
親
王
の
た
め
の
大
規

模
な
子
の
日
御
遊
が
催
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ

う
。
九
条
家
の
家
長
師
輔
は
、
源
氏
で
あ
る
高
明
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、

為
平
親
王
元
服
に
あ
た
っ
て
は
、
高
明
が
加
冠
役
を
拝
し
て
い
る
。
さ
ら
に

そ
の
後
、
高
明
女
が
為
平
親
王
と
結
婚
し
、
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
。

　

期
待
さ
れ
て
い
た
為
平
親
王
だ
っ
た
が
、
康
保
四
年
（
九
六
七
）
に
皇
位

は
弟
の
守
平
親
王
（
円
融
天
皇
）
が
継
承
す
る
。
冷
泉
天
皇
譲
位
が
議
論
さ

れ
る
こ
ろ
、
師
輔
と
安
子
は
す
で
に
薨
去
し
て
お
り
、
も
し
為
平
親
王
が
践

祚
す
る
と
、
源
氏
で
あ
る
高
明
に
力
が
移
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
を
嫌
っ
た

藤
原
氏
が
、
守
平
親
王
を
擁
立
し
た
と
理
解
さ
れ
て
い
るＧ
。

　

為
平
親
王
の
擁
立
断
念
を
経
て
、
安
和
の
変
が
起
こ
る
。
安
和
二
年
（
九

六
九
）
三
月
二
五
日
、
源
連
ら
の
謀
反
が
露
見
し
、
連
座
し
て
左
大
臣
高
明

は
大
宰
権
帥
に
左
降
さ
れ
た
。

　

守
平
親
王
の
擁
立
は
藤
原
氏
に
よ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
藤
原
氏
内
部
で

も
立
場
の
相
違
が
見
ら
れ
た
。
と
く
に
、
当
該
歌
の
作
者
小
野
好
古
が
藤
原

伊
尹
の
陣
営
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
藤
原
氏
内
に
も
為
平

親
王
の
庇
護
者
は
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、『
拾
遺
集
』
雑
下
五
七
四
番

の
藤
原
兼
家
に
よ
る
長
歌
か
ら
は
、
兼
家
が
守
平
親
王
擁
立
に
尽
力
し
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
藤
原
氏
の
中
で
も
立
場
が
異
な
り
、
兼

家
を
除
い
て
誰
が
ど
れ
ほ
ど
関
与
し
た
か
は
明
確
で
な
い
。

　

守
平
親
王
が
皇
太
弟
と
な
っ
た
康
保
四
年
（
九
六
七
）
前
後
の
政
権
は
、

左
大
臣
実
頼
、
右
大
臣
高
明
、
大
納
言
師
尹
と
続
く
。
そ
の
な
か
で
、
藤
原

氏
長
者
実
頼
は
藤
氏
内
で
強
い
実
権
を
持
ち
得
な
か
っ
た
と
、
山
本
信
吉
は

述
べ
るＨ
。
公
任
の
小
野
宮
家
に
は
、
守
平
親
王
擁
立
と
安
和
の
変
と
の
積
極

的
な
関
与
を
見
出
し
に
く
い
。
さ
ら
に
、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
当
時
、
公

任
は
四
歳
で
あ
り
、
変
を
直
接
的
に
体
験
し
た
世
代
と
は
言
え
な
い
。

　

公
任
が
安
和
の
変
を
語
る
と
す
る
な
ら
、
当
事
者
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
伝
聞
と
な
る
。
前
代
の
史
的
事
件
と
し
て
、
為
平
親
王
と
安
和
の
変
は
ど

の
よ
う
に
語
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

時
代
は
下
る
が
、『
栄
花
物
語
』「
月
の
宴
」
で
は
、
高
明
退
去
の
場
面
を

次
の
よ
う
に
語
る
。

三
月
二
十
六
日
に
こ
の
左
大
臣
殿
に
検
非
違
使
う
ち
囲
み
て
、
宣
命
読

み
の
の
し
り
て
「
朝
廷
を
傾
け
た
て
ま
つ
ら
ん
と
か
ま
ふ
る
罪
に
よ
り

て
、
大
宰
権
帥
に
な
し
て
流
し
遣
は
す
」
と
い
ふ
こ
と
を
読
み
の
の
し

る
。
今
は
御
位
も
な
き
な
れ
ば
と
て
、
網
代
車
に
乗
せ
た
て
ま
つ
り
て
、

た
だ
行
き
に
率
て
た
て
ま
つ
れ
ば
、
式
部
卿
宮
（
引
用
者
注　

為
平
親

王
）
の
御
心
地
、
お
ほ
か
た
な
ら
ん
に
て
だ
に
い
み
じ
と
思
さ
る
べ
き

に
、
ま
い
て
わ
が
御
事
に
よ
り
出
で
来
た
る
こ
と
と
思
す
に
、
詮
方
な

く
思
さ
れ
て
、
我
も
我
も
と
出
で
立
ち
騒
が
せ
た
ま
ふ
。
北
の
方
、
御

女
、
男
君
達
、
い
へ
ば
お
ろ
か
な
る
殿
の
有
様
な
り
。
思
ひ
や
る
べ
し
。

昔
菅
原
の
大
臣
流
さ
れ
た
ま
へ
る
を
こ
そ
、
世
の
物
語
に
聞
こ
し
め
し

し
か
、
こ
れ
は
あ
さ
ま
し
う
い
み
じ
き
目
を
見
て
、
あ
き
れ
ま
ど
ひ
て
、

み
な
泣
き
騒
ぎ
た
ま
ふ
も
悲
し
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
為
平
親
王
を
媒
介
と
し
て
、
安
和
の
変
に
巻
き
込
ま
れ

た
人
々
の
悲
し
み
を
、
道
真
の
昌
泰
の
変
と
重
ね
て
い
る
点
で
あ
る
。
中
古

の
悲
劇
の
道
真
と
、近
代
の
悲
劇
の
為
平
親
王
と
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。『
拾
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遺
抄
』
が
こ
の
二
首
を
一
具
と
す
る
の
と
、
同
工
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

道
真
の
栄
達
を
祈
念
す
る
歌
が
、
政
治
的
敗
者
為
平
親
王
を
予
祝
す
る
歌

の
番
と
配
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
栄
達
が
叶
わ
な
か
っ
た
歴
史
的
逸
話
が
背

後
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
の
配
列
に
よ
っ
て
、
道
真
母
詠
の
道
真
像

は
、
政
治
的
敗
者
の
色
彩
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。

七
　『
拾
遺
集
』
の
道
真
像

　
『
拾
遺
抄
』
に
お
け
る
道
真
関
連
詠
を
見
て
き
た
。
公
任
に
と
っ
て
、
道

真
は
政
治
的
敗
者
で
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
と
す
る
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
終
わ
り
に
、
そ
の
配
列
が
『
拾
遺
集
』
で
は
変
容
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

　
『
拾
遺
抄
』
で
は
道
真
詠
が
二
首
、
道
真
母
詠
が
一
首
と
ら
れ
て
い
た
が
、

『
拾
遺
集
』
で
は
道
真
詠
が
五
首
に
増
補
さ
れ
て
い
る
。『
拾
遺
抄
』
か
ら
『
拾

遺
集
』
へ
の
増
補
・
変
容
に
つ
い
て
、
片
桐
洋
一
は
、
①
四
季
の
時
間
的
推

移
に
そ
っ
た
再
構
成
、
②
素
材
や
歌
題
の
増
補
、
③
歌
合
出
詠
歌
な
ど
詠
歌

状
況
を
同
じ
く
す
る
歌
の
増
補
、
④
同
一
作
者
の
増
補
の
、
四
つ
に
分
類
す

るＩ
。

　
『
拾
遺
集
』
に
お
け
る
道
真
母
詠
の
位
置
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

橘
忠
幹
が
人
の
む
す
め
に
忍
び
て
物
い
ひ
侍
り
け
る
頃
、
遠
き
所

に
ま
か
り
侍
と
て
、
こ
の
女
の
も
と
に
い
ひ
つ
か
は
し
け
る

わ
す
る
な
よ
ほ
ど
は
雲
ゐ
に
成
り
ぬ
と
も
そ
ら
行
く
月
の
廻
り
あ
ふ
ま

で
（
雑
上
・
四
七
〇
）

題
し
ら
ず 

つ
ら
ゆ
き　
　

年
月
は
昔
に
あ
ら
ず
成
り
ゆ
け
ど
こ
ひ
し
き
こ
と
は
か
は
ら
ざ
り
け
り

（
四
七
一
）

清
慎
公
月
林
寺
に
ま
か
り
け
る
に
、
お
く
れ
て
ま
う
で
き
て
よ
み

侍
り
け
る 

藤
原
後
生　
　

昔
わ
が
折
り
し
桂
の
か
ひ
も
な
し
月
の
林
の
め
し
に
い
ら
ね
ば
（
四
七

二
）

菅
原
の
大
臣
か
う
ぶ
り
し
侍
り
け
る
夜
、
は
は
の
よ
み
侍
り
け
る

久
方
の
月
の
桂
も
を
る
ば
か
り
家
の
風
を
も
ふ
か
せ
て
し
か
な
（
四
七

三
）

題
し
ら
ず 

人
ま
ろ　
　
　

月
草
に
衣
は
す
ら
ん
あ
さ
つ
ゆ
に
ぬ
れ
て
の
の
ち
は
う
つ
ろ
ひ
ぬ
と
も

（
四
七
四
）

　

四
七
〇
で
年
月
を
天
体
の
月
と
重
ね
て
詠
ん
だ
離
別
歌
を
置
き
、
そ
の
ま

ま
月
の
歌
群
へ
展
開
す
る
。
四
七
一
の
貫
之
歌
は
お
な
じ
く
「
年
月
」
を
詠

み
、『
拾
遺
抄
』
で
も
連
続
し
て
配
列
さ
れ
て
い
た
。
後
生
と
道
真
母
が
「
折

桂
」
表
現
を
詠
み
、
人
麿
歌
の
月
草
へ
と
つ
な
ぐ
。
配
列
の
変
更
は
、
片
桐

の
分
類
に
よ
る
と
、
②
素
材
や
歌
題
の
増
補
に
あ
た
る
。
月
の
桂
の
歌
と
さ

れ
て
い
る
。

　

で
は
、
小
野
好
古
に
よ
る
為
平
親
王
袴
着
の
歌
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

人
の
か
う
ぶ
り
し
侍
り
け
る
に 

も
と
す
け　
　

こ
紫
た
な
び
く
雲
を
し
る
べ
に
て
位
の
山
の
峯
を
た
づ
ね
ん

天
暦
御
時
、
内
裏
に
て
為
平
の
み
こ
は
か
ま
ぎ
侍
り
け
る
に

 

参
議
好
古　
　

も
も
し
き
に
ち
と
せ
の
事
は
お
ほ
か
れ
ど
け
ふ
の
君
は
た
め
づ
ら
し
き
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か
な 

（
雑
賀
・
一
一
七
〇
〜
一
一
七
一
）

道
真
母
詠
と
は
切
り
離
さ
れ
、
元
服
の
歌
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
前
歌
が
予

祝
を
「
位
の
山
の
峯
を
た
づ
ね
ん
」
と
、
見
上
げ
る
も
の
を
取
り
合
わ
せ
る

点
、
道
真
母
詠
と
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
拾
遺
抄
』
か
ら
『
拾
遺
集
』

へ
改
変
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
小
野
好
古
歌
と
道
真
母
詠
と
の
並
び
は
解
体
さ

れ
て
い
る
。『
拾
遺
抄
』
の
配
列
は
独
自
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
撰
者
公
任
の

意
図
が
装
填
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

八
　
お
わ
り
に

　
『
拾
遺
抄
』
の
道
真
詠
は
、
配
流
に
関
す
る
歌
が
と
ら
れ
る
が
、
道
真
母

詠
に
見
る
道
真
像
は
、
栄
達
を
期
待
す
る
内
容
と
見
え
た
。「
月
の
か
つ
ら

も
を
る
」
と
い
う
表
現
に
、
そ
の
こ
と
は
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、「
折
桂
」
の

表
現
は
、
十
世
紀
後
半
ま
で
に
、
文
人
間
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
。

　

天
神
信
仰
の
面
か
ら
、『
拾
遺
抄
』
成
立
時
代
、
十
世
紀
末
の
状
況
を
考

え
る
と
、
贈
位
贈
官
や
道
真
信
仰
か
ら
道
真
は
顕
彰
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
て

い
る
。
道
真
母
の
時
代
か
ら
百
年
後
の
『
拾
遺
抄
』
に
い
た
っ
て
、
当
該
歌

が
入
集
す
る
所
以
は
、
道
真
母
詠
が
持
つ
表
現
と
、
栄
達
を
期
待
さ
れ
る
文

人
道
真
像
が
、
と
も
に
当
時
の
道
真
像
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら

か
、
と
ひ
と
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、『
拾
遺
抄
』
に
見
え
る
道
真
詠
と
、
こ
の
母
詠
と
の
矛
盾
を

ど
う
解
す
る
か
の
問
題
が
浮
上
す
る
。
本
論
で
は
ま
ず
、
撰
者
公
任
の
道
真

像
を
探
る
べ
く
、
他
の
公
任
撰
の
歌
集
中
に
お
け
る
道
真
詠
を
配
列
か
ら
分

析
し
た
。『
拾
遺
抄
』
後
に
成
立
し
た
『
金
玉
集
』
で
は
、
道
真
詠
は
小
野

篁
の
配
流
詠
と
並
べ
て
配
さ
れ
て
お
り
、流
謫
の
歌
人
と
さ
れ
て
い
る
。『
金

玉
集
』
に
続
く
『
深
窓
秘
抄
』
で
は
、
離
別
を
主
題
と
す
る
歌
群
に
置
か
れ
、

京
を
追
わ
れ
た
悲
劇
の
主
人
公
と
し
て
の
像
が
浮
か
ぶ
。
す
な
わ
ち
公
任

は
、
歌
人
道
真
を
敗
者
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
ふ
ま
え
、『
拾
遺
抄
』
の
道
真
母
詠
の
配
列
を
見
る
と
、
賀
部
に

も
元
服
の
歌
が
配
さ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
元
服
を
詠
ん
だ
母
詠
は
雑
部
に

置
か
れ
た
。

　

さ
ら
に
雑
部
の
う
ち
、
当
該
歌
を
含
む
歌
群
は
、
二
首
を
一
組
と
し
て
構

成
さ
れ
て
い
る
。
母
詠
は
、
為
平
親
王
袴
着
を
祝
う
歌
と
組
に
な
っ
て
い
る
。

為
平
親
王
は
帝
位
に
就
け
な
か
っ
た
皇
子
で
あ
る
。
後
に
『
栄
花
物
語
』
は
、

安
和
の
変
の
場
面
に
為
平
親
王
を
登
場
さ
せ
、
昌
泰
の
変
の
道
真
と
重
ね
て

語
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
両
人
物
に
関
わ
る
通
過
儀
礼
の
予
祝
歌
を
並
べ

た
公
任
は
、
実
は
政
治
的
敗
者
の
物
語
を
こ
の
配
列
の
向
こ
う
側
に
企
図
し

て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
企
図
は
、『
拾
遺
集
』
で
解
体
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。『
拾
遺
抄
』
独
自
の
道
真
像
、
公
任
の
道
真
観
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
『
拾
遺
抄
』
と
為
平
親
王
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
稿
を
改
め

て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

※
引
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
白
氏
文
集
』
は
『
新
釈
漢
文

大
系
』、
道
真
の
漢
詩
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』、『
本
朝
文
粋
』
は
『
新
日

本
古
典
文
学
大
系
』、『
政
事
要
略
』
と
『
日
本
紀
略
』
は
『
新
訂
増
補
国
史
大

系
』、『
日
蔵
夢
記
』
は
『
神
道
大
系
（
北
野
）』、『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
栄
花

物
語
』
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』、
和
歌
の
引
用
は
原
則
『
新
編
国
歌

大
観
』
に
よ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
ら
な
い
場
合
は
適
宜
出
典
を
示
し
た
。
な
お
、

表
記
を
私
に
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
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注（
１

）　

山
崎
桂
子
「
月
の
桂
も
折
る
ば
か
り
│
道
真
母
の
一
首
を
め
ぐ
っ
て
」『
礫
』

二
六
〇
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）

（
２

）　

片
桐
洋
一
は
『
後
撰
集
』
に
同
様
の
詞
書
を
見
い
だ
し
、「
歌
物
語
的
な
資

料
に
よ
っ
た
も
の
」
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
（「
後
撰
集
の
本
性
」、「『
後
撰

集
』
の
物
語
性
」
│
い
ず
れ
も
『
古
今
和
歌
集
以
後
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇

〇
年
）
所
収
）。
掲
出
歌
も
、
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
た
人
物
の
物
語
を
背
景
に
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。『
後
撰
集
』
か
ら
の
継
承
に
つ
い
て
は
別
稿
と
す
る
。

（
３

）　

武
井
和
人
「
菅
原
道
真
仮
託
家
集
・
百
首
研
究
序
説
」（『
中
世
和
歌
の
文
献

学
的
研
究
』
笠
間
書
院
、一
九
八
九
年
）、目
崎
徳
衛
「
道
真
和
歌
の
虚
実
」（『
国

文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
三
七
│
一
二
号
、
一
九
九
二
年
一
〇
月
）、
島
津

忠
夫
「
菅
原
道
真
の
和
歌
」（『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
第
十
巻
物
語
、
和
泉
書
院
、

二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

（
４

）　
『
晋
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
に
よ
る
。

（
５

）　

上
海
師
範
大
学
古
籍
整
理
硏
究
所
編
『
全
宋
筆
記
第
二
編
』
十
（
大
象
出
版

社
、
二
〇
〇
六
年
）

（
６

）　

編
年
体
で
詩
が
配
さ
れ
る
『
菅
家
文
草
』
に
お
い
て
、
折
桂
の
表
現
が
最
初

に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
対
策
に
及
第
し
た
貞
観
一
二
年
（
八
七
〇
）
作
の
「
王

大
夫
の
対
策
及
第
を
賀
す
る
の
作
に
和
し
奉
る
」（
巻
一
・
五
〇
）
に
、「
一
枝

の
蠧と

桂
家
君
に
謝
す
」
と
あ
る
。「
一
枝
の
蠧と

桂
」
は
虫
食
い
の
桂
枝
の
意
だ

が
、
成
績
が
芳
し
く
な
い
ま
ま
及
第
し
た
こ
と
を
言
う
。

（
７

）　

菅
原
淳
茂
の
作
に
「
仙
桂
一
枝
攀
月
裏　

儒
風
四
業
厭
人
頭
」（『
扶
桑
集
』

巻
九
・
及
第
「
対
策
及
第
後
伊
州
蔵
刺
史
以
新
詩
見
賀
不
勝
恩
賞
兼
術
鄙
懐

〈
次
韻
〉」）
な
ど
が
見
え
、
大
江
朝
綱
の
作
に
「
人
言
窓
雪
将
三
葉　

桂
許
門

風
各
一
枝
」（『
扶
桑
集
』
巻
九
・
及
第
「
澄
明
重
光
一
度
及
第
。
不
勝
欣
喜
。

書
詩
相
賀
」）
な
ど
が
見
え
る
。
田
坂
順
子
『
扶
桑
集
│
校
本
と
索
引
』（
櫂
歌

書
房
、
一
九
八
五
年
）
参
照
。

（
８

）　

金
子
彦
二
郎
『
増
補
平
安
時
代
文
学
と
白
氏
文
集　

句
題
和
歌
・
千
載
佳
句

研
究
篇
』（
培
風
館
、
一
九
五
五
年
）

（
９

）　

池
田
利
夫
編
『
蒙
求
古
註
集
成　

上
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
九
年
）
に
よ
る
。

（
10
）　

濱
田
寛
『
世
俗
諺
文
全
注
釈
』（
新
典
社
、
二
〇
一
五
年
）
に
よ
る
。

（
11
）　

こ
の
背
景
に
は
、
摂
政
藤
原
兼
家
周
辺
の
天
神
信
仰
と
北
野
天
満
宮
の
勢
力

拡
大
が
指
摘
で
き
る
。
並
木
和
子
「
摂
関
家
と
天
神
信
仰
」（『
中
央
史
学
』
五
、

一
九
八
二
年
三
月
）。

（
12
）　

谷
口
孝
介
「
菅
原
道
真
の
復
権
と
北
野
天
満
宮
」（『
菅
原
道
真
の
詩
と
学
問
』

塙
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
13
）　

吉
原
浩
人
「
文
道
の
大
祖
考
│
学
問
神
と
し
て
の
天
神
の
淵
源
」（
河
野
貴

美
子
他
編
『
ア
ジ
ア
遊
学　

日
本
に
お
け
る
文
と
ブ
ン
ガ
ク
』
勉
誠
出
版
、
二

〇
一
三
年
）

（
14
）　

注（
３

）の
島
津
論
文
。「『
拾
遺
和
歌
集
』
の
道
真
歌
は
五
首
の
う
ち
三
首
ま

で
が
『
大
鏡
』
に
引
か
れ
た
歌
と
共
通
し
て
お
り
、『
菅
家
後
集
』
に
見
え
る

道
真
の
作
品
が
す
で
に
伝
説
を
伴
っ
て
、
あ
ら
た
に
そ
の
頃
に
都
に
も
た
ら
さ

れ
、
人
々
の
注
目
を
集
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。」

（
15
）　

今
井
源
衛
「
菅
公
と
源
氏
物
語
」『
今
井
源
衛
著
作
集
８

』（
笠
間
書
院
、
二

〇
〇
五
年
）、
田
中
隆
昭
「
源
氏
物
語
と
道
真
と
天
神
伝
説
│
『
日
蔵
夢
記
』

を
中
心
に
│
」（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
菅
原
道
真
論
集
』
勉
誠
出
版
、
二
〇

〇
三
年
）
な
ど
参
照
。『
日
蔵
夢
記
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
山
本
五
月
「
道
賢

（
日
蔵
）
伝
承
の
展
開
」（『
天
神
の
物
語
・
和
歌
・
絵
画
│
中
世
の
道
真
像
│
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
加
畠
吉
春
「『
日
蔵
夢
記
』
解
題
と
諸
問
題
」（『
ア

ジ
ア
遊
学
22
』
同
）
菊
地
真
『
全
釈　

日
蔵
夢
記
』（
学
術
研
究
出
版
、
二
〇

一
九
年
）
な
ど
参
照
。

（
16
）　

山
口
博
「
源
高
明
論
」（『
王
朝
歌
壇
の
研
究　

村
上
冷
泉
円
融
朝
篇
』
桜
楓

社
、
一
九
六
七
年
）、
山
本
信
吉
「
冷
泉
朝
に
お
け
る
小
野
宮
家
・
九
条
家
を

め
ぐ
っ
て
」（『
摂
関
政
治
史
論
考
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
参
照
。

（
17
）　

注（
16
）の
山
本
論
文
。

（
18
）　

片
桐
洋
一
「『
拾
遺
集
』
の
組
織
と
成
立
」（『
古
今
和
歌
集
以
後
』
笠
間
書
院
、

二
〇
〇
〇
年
）

【
付
記
】　

本
論
文
は
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
秋
季
大
会
（
二
〇
一
九
年
一
一
月
）
に

お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。


